ネットワーク用語

アルファベット
ADSL
従来の電話回線を利用し、専用のモデムを経由して高速データ通信を可能にする通信方式。転送速度は上り方向より下り方向の方が圧倒的に速く、一般的に送信より受信の方が多いインターネットの利用形態に適している。
bps
通信速度の単位。１秒間に転送できるデータのビット数。
FTP
ネットワーク上で、ファイル転送を行うためのプロトコル。
IPアドレス
インターネットのネットワークやコンピュータを特定するための番号。32ビットで構成される。インターネットに接続されているコンピュータには、固有のIPアドレスを割り当てる必要がある。
ISDN
統合サービスデジタル通信網の略。デジタル回線を用いてデータを効率よく転送できる。
LAN
社内や工場内、学校内など、組織の中で構築されるコンピュータネットワーク。
TCP/IP
インターネットの標準的な通信プロトコル。TCPではデータ転送のやりとりのルール、IPでは正しいあて先にデータが届くための転送ルールが規定されている。
Telnet
コンピュータを遠隔地操作するための方式。
URL
インターネット上のWWWのアドレス表記。プロトコルのタイプとドメイン名から構成される。
VAN
付加価値通信網。コンピュータ向けの大容量の回線を持つ業者が、その回線の転売を行うサービス。
WAN
離れた場所のLAN同士を、専用回線や公衆回線などを利用して接続する広域ネットワーク。

か～さ行
クライアントサーバシステム
特定のサービスを提供する「サーバ」と、そのサービスを利用する「クライアント」によって構成されるLANシステムのこと。
グループウェア
グループで情報共有し、コミュニケーションの効率化を図るためのソフトウェアの総称。電子会議室、ドキュメントデータベース、電子メール、ワークフロー管理、スケジュール管理などの機能がある。

あ行
アクセス
電話回線などを通じて、コンピュータを他のコンピュータと接続し、サービスを利用すること。
アクセスポイント
ネットワークに接続するときの受付口になっている回線。最寄りのアクセスポイントに電話をかければ、安い通話料金で接続できる。
アップロード
ローカルのコンピュータから、ネットワーク上にファイルを転送すること。
アプリケーションサービスプロバイダ
ビジネスで利用するソフトウェアを、インターネットを通じて利用者にレンタルする企業のこと。
インターネット
全世界に広がった、巨大な通信ネットワーク。不特定多数のLANが、くもの巣のように世界中に張り巡らされている。
インターネットサービスプロバイダ
インターネットへの接続サービスを提供している企業のこと。
オンラインショッピング
インターネットを利用してショッピングすること。インターネットで掲示されている商品や説明を読み、その場で商品を注文することができる。

た～な行
ターミナルアダプタ
ISDNを利用する際、デジタル線に、コンピュータや電話回線用の電話機やFAXなどを接続するための装置。
ダウンロード
ローカルのコンピュータからネットワーク上のファイルを取り込むこと。
電子マネー
貨幣価値を電子的な信号に置き換えた仮想通貨。
電子メール
コンピュータネットワークを通じて、メッセージを交換するサービス。
ネチケット
インターネットを使用する上でのエチケット。

は行
ファイアウォール
コンピュータネットワークに外部から侵入できないようチェックするシステム。防火壁という意味がある。
ブラウザ
インターネット上のWWWページを閲覧するためのソフトウェア。
プロトコル
複数のデバイスやコンピュータシステムが互いに通信するための規約。
ホームページ
本来は、WWWサーバに接続して最初に見えるページのこと。WWWサーバにあるデータを総称してホームページと呼ぶこともある。

ま～ら行
モデム
コンピュータのデジタル信号を電話回線のアナログ信号に変換し、相手のコンピュータに渡す前に再度デジタル信号に戻す信号変復調装置。
ログアウト
コンピュータシステムの資源にアクセス可能な状態を解除すること。
ログイン
コンピュータシステムの資源にアクセス可能な状態にすること。
